
いちご 

主な加害種：ヒヨドリ、カラス、アライグマ、ハクビシン、

ネズミ類（種子）、カワラヒワ（種子） 
いちごはハウス栽培が主であるが、換気口や隙間に侵入防止対策をしていないと、ヒヨドリや獣類が

果実を食す。露地栽培ではカラスにも食害される。一見、普通に見えても、種子だけなくなっていること

があり、カワラヒワやネズミ類による食害と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加害種：カワラヒワ 

実はそのままで表面の種子のみが食べられて

いる。カワラヒワが実の上に乗って食べている

のが生産農家によって観察された。ネズミも種

子のみを食べるので注意が必要。 

撮影：香川県小豆農業改良普及センター提供 


